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中
園
商
業
史
に
謝
す
る
組
織
的
研
究
は
、
東
亜
同
文
曾
や
臨
時
基
調
時
諸
問
慣
調

査
舎
の
調
査
よ
り
起
算
す
れ
ば
、
す
で
に
六

・
七
十
年
来
の
蓄
積
を
備
え
て
お

り
、
中
関
経
済
史
研
究
の
中
で
は
相
針
的
に
み
て
先
進
的
な
領
域
を
成
す
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
個
々
の
事
質
の
定
立
は
と
も
か
く
、
中
国
文
明
史

の
中
で
商
業
の
定
位
を
考
え
、
比
重
を
論
じ
、
意
義
を
問
う
と
な
れ
ば
、
な
お

明
設
を
歓
く
幾
多
の
問
題
が
、
例
え
ば
基
幹
商
品
の
生
産
・
流
通
機
構
、
都

市
・
市
場
の
構
造
、
交
通
運
輸
の
技
術
と
組
織
、
流
通
組
織
、
貨
懲
信
用
制

度
、
経
営
形
態
、
資
本
の
性
格
、
物
侵
史
、
度
量
衡
史
、
人
口
と
枇
禽
移
動
の

推
移
な
ど
の
個
々
の
分
野
に
お
い
て
も
充
分
に
究
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
史
料
事

自
健
も
不
備
で
あ
り
、
趨
系
的
論
理
性
を
も
っ
た
研
究
は
絡
に
就
い
た
ば
か
り

で
あ
る
こ
と
を
認
め
さ
る
を
得
な
い
。
中
園
商
業
史
の
研
究
に
は
幾
多
の
本
来

著

的
な
困
難
が
存
在
す
る
が
、
制
到
象
白
鶴
に
備
わ
る
濁
自
性
、
不
透
明
性
、
淵
源

の
古
さ
に
加
え
て
、
つ
ね
に
政
治
や
文
化
償
値
を
優
先
し
、
し
か
も
農
村
に
寄

食
し
つ
づ
け
て
き
た
中
国
枇
曾
に
あ
っ
て
は
、
債
機
関
係
の
如
き
私
法
的
設
遥

や
商
工
業
者
の
如
き
吐
曾
勢
力
の
伸
長
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
蔽
う
べ
か
ら
ざ

る
枇
曾
的
事
買
に
成
長
し
た
時
黙
に
お
い
で
す
ら
、
ま
と
ま
り
あ
る
直
裁
な
記

録
を
歴
史
叙
述
の
上
に
留
め
る
機
曾
が
乏
し
か
っ
た
事
情
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
研
究
欣
況
お
よ
び
史
料
吠
況
が
か
か
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
限

定
さ
れ
た
範
園
に
慎
重
に
止
る
研
究
の
み
が
確
賓
な
史
料
を
侍
え
る
こ
と
が
事

賞
で
あ
る
に
し
て
も
、
震
い
パ

1
ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
と
鐙
系
的
目
的
的
な
史
料
庭

理
が
伴
な
わ
な
け
れ
ば
、
問
題
の
深
化
は
生
れ
て
こ
な
い
。
そ
の
際
比
較
経
済

史
的
類
推
方
法
が
有
数
な
思
考
の
枠
組
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
過
去
の
例
に
照

し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
経
済
、
政
治
、
軍
事
、
従
曾
、
技
術

に
わ
た
る
横
断
的
か
つ
内
面
的
な
理
解
と
長
期
の
展
望
、
史
料
に
つ
い
て
の
習

熟
に
支
え
ら
れ
て
、
そ
の
数
用
を
護
揮
す
る
で
あ
ろ
う
事
は
言
う
ま
で
も
な

本
書
の
著
者
寺
田
隆
信
氏
は
竪
質
な
質
詮
的
皐
風
で
周
知
な
聞
学
究
で
あ
り
、

明
清
枇
曾
経
済
史
研
究
の
第
一
線
に
あ
っ
て
着
賞
に
一業
績
を
積
上
げ
て
来
ら
れ

た
。
氏
の
閥
心
は
商
業
に
限
ら
ず
、
庚
く
生
産
と
分
配
、
王
朝
の
補
給
、
努
働

の
組
織
に
も
及
ぶ
が
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
、
過
去
二
十
年
来
中
心
課
題
と
し
て

専
攻
し
た
山
西

・
陳
西
を
本
擦
と
す
る
商
人
集
圏
、
い
わ
ゆ
る
「
山
西
商
人
」

の
綜
合
的
研
究
に
結
品
せ
し
め
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
氏
は
宮
崎
市
定
氏
の

講
義
に
示
唆
を
得
て
此
の
課
題
に
取
組
み
、
藤
井
宏
氏
の
新
安
商
人
の
研
究
か

ら
多
く
の
酪
穫
を
受
け
、
ま
た
田
村
寅
造
、
佐
伯
富
氏
の
良
き
指
導
を
得
て
こ

の
努
作
を
完
成
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
山
西
商
人
の
如
き
特
定
地
方
を
根
援
と
し

て
、
地
縁
血
縁
の
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
リ
ッ
ヒ
な
紐
帯
を
利
し
て
外
界
に
議
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展
す
る
祉
曾
現
象
は
、
古
来
、
植
民
定
住
、
都
市
移
住
な
ど
祉
曾
的
移
動
の

諸
局
面
に
随
伴
し
て
踏
襲
さ
れ
て
き
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
商
業
史
の
上
で
も

商
人
集
闘
の
沿
革
は
い
わ
ば
客
商
の
出
現
と
共
に
古
い
に
相
濯
な
い
、
が
、
こ
れ

が
明
総
な
形
て
史
上
に
現
れ
る
の
は
経
済
的
批
曾
的
成
長
、
圏
内
商
業
の
興
隆

が
著
し
く
な
っ
た
宋
代
以
降
、
と
く
に
明
消
時
代
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の

晶、ピ凶，
.
7
イ

意
味
で
此
の
問
題
の
研
究
は
、
枇
禽
的
移
動
の
深
層
の
解
明
、
企
業
形
態
、
資

本
の
性
格
、
市
場
の
績
が
り
の
測
定
に
と
っ
て
貴
重
な
手
懸
り
を
提
供
す
る
も

の
で
あ
る
。
各
種
商
人
集
園
の
存
在
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
根

岸
佑
氏
が
透
明
倒
的
な
展
望
を
下
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
大
谷
孝
太
郎
、
侍
衣

凌
、
藤
井
宏
、
佐
々
木
正
哉
、
西
里
喜
行
氏
ら
の
研
究
で
、
個
別
に
問
題
が
深

め
ら
れ
て
き
た
。
就
中
藤
井
氏
の
新
安
商
人
の
研
究
は
、
中
国
枇
曾
の
商
業
化

の
創
期
を
考
え
、
市
場
の
構
造
、
資
本
の
形
態
と
機
能
を
分
析
す
る
と
い
う
明

確
な
怠
闘
の
下
に
、
慢
系
的
網
羅
的
な
史
料
蒐
集
と
近
代
的
概
念
に
よ
る
史
料

成
理
を
行
な
っ
た
も
の
で
、
重
要
な
橋
頭
俊
一
と
も
い
う
べ
き
業
績
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
筆
中
華
南
を
中
心
と
す
る
商
業
界
の
賞
情
は
大
き
く
解
明
さ
れ
た

が
、
新
安
商
人
の
有
力
な
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
華
北
・
筆
中
の
商
業
に
勢
力
を
揮

っ
た
山
西
商
人
に
つ
い
て
は
、
術
薮
賢
、
郁
樹
侯
、
高
叔
康
、
陳
英
国
、
佐
伯

宮
、
停
衣
凌
諸
氏
の
業
績
は
存
す
る
も
の
の
、
主
と
し
て
史
料
的
陸
路
に
阻
ま

れ
て
研
究
は
清
代
の
山
西
票
放
に
集
中
し
、
明
代
の
生
成
段
階
に
つ
い
て
の
包

括
的
研
究
は
未
出
で
あ
っ
た
。
寺
田
氏
の
本
書
は
こ
の
よ
う
な
欣
況
を
克
服
す

べ
く
、
周
到
な
史
料
蒐
集
に
基
い
て
明
代
の
山
西
商
人
の
質
像
を
再
構
成
し
、

前
近
代
的
資
本
の
形
成
と
機
能
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
識
を
提
出
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
中
園
商
業
史
研
究
の
前
進
の
た
め
の
重
要
な
礎
石
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。
因
み
に
本
書
作
成
に
嘗
っ

て
、
著
者
は
六
十
名
近
い
先
人
の
業
績

を
渉
搬
し
、
百
四
十
除
種
の
文
献
を
讃
破
し
、
政
書
、
編
年
、
類
書
、
文
集
、

停
記
、
雑
記
、
小
説
、
方
士
山
等
々
を
活
用
し
て
除
す
所
が
な
い
。
本
書
は
優
に

明
代
華
北
商
業
史
の
た
め
の
史
料
カ
イ
ド
と
し
て
も
利
用
で
き
る
賞
質
を
具
え

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
書
の
穐
政
は
山
西
商
人
の
研
究
と
、
補
論
と
し
て
の
蘇
州
端
布
業
の
研
究

と
か
ら
成
る
。
内
容
の
要
目
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

序
章
基
本
的
問
題
貼
の
考
察

第
一
章
北
透
に
お
け
る
軍
事
的
消
費
地
帯
の
経
済
構
造

第
二
掌
開
中
法
の
展
開

第
三
章
北
迭
に
お
け
る
米
毅
市
場
の
構
造
と
商
業
利
潤
の
展
開

第
四
章
北
迭
に
お
け
る
商
業
活
動
の
諸
側
面

第
五
章
「
山
西
商
人
」
の
系
譜

第
六
章
商
業
蓄
に
み
る
商
人
と
商
業

終
章
「
山
西
商
人
」
の
歴
史
的
性
格
|
明
代
か
ら
清
代
へ
|

補
論
蘇
州
蹄
布
業
の
経
営
形
態

序
章
「
基
本
的
問
題
貼
の
考
察
」
は
著
者
自
ら
の
フ
レ
ー
ム
・
オ
ブ
・
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
の
説
明
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
戦
后
、
停
滞
性
理
論
の
克
服
を
め

ざ
す
研
究
が
一
時
期
の
課
題
と
な
り
、
近
代
の
前
史
に
嘗
る
明
清
の
佐
倉
構
成

に
お
け
る
自
生
的
設
展
契
機
の
存
否
を
め
ぐ
る
ポ
レ
ミ
l
ク
が
展
開
し
、
そ
の

成
果
と
し
て
、
農
業
の
商
業
化
、
農
工
分
離
の
現
象
を
通
じ
て
商
品
生
産
の
事

賓
が
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
事
質
上
の
賃
労
働
者
、
不
在
地
主
、
問
屋
制
前
貸
等

が
立
諾
さ
れ
た
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
成
果
が
、
零
細
経
営
と
自
給
自
足
的
経
済

を
中
関
枇
曾
の
停
滞
的
特
質
と
主
張
し
つ
づ
け
て
き
た
欝
読
を
覆
し
た
メ
リ
ッ

ト
を
評
償
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
が
西
欧
中
近
世
史
の
設
展
原
理
に
比
較
の
紹
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相
到
的
基
準
を
お
き
、
中
薗
枇
曾
に
内
在
す
る
近
代
化
へ
の
主
種
的
契
機
と
そ
の

連
績
性
を
積
極
的
に
展
望
し
て
い
な
い
こ
と
に
不
満
を
表
明
す
る
。
著
者
は
む

し
ろ
、
資
本
の
系
譜
撃
を
論
ず
る
に
嘗
っ
て
も
、
中
園
粧
曾
の
歴
史
的
進
展
と

構
造
が
濁
自
に
い
か
な
る
性
質
の
市
場
を
、
ま
た
資
本
を
護
生
せ
し
め
た
か

を
、
史
料
の
鐙
言
を
通
し
て
具
種
的
に
究
明
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の

検
設
方
法
と
し
て
前
近
代
資
本
の
運
動
法
則
、
つ
ま
り
分
業
の
一
定
の
展
開
に

基
づ
き
つ
つ
も
、
生
産
、
交
通
の
未
畿
遂
を
利
し
て
行
な
わ
れ
る
譲
渡
利
潤
抽

出
の
兵
鰻
過
程
、
そ
の
詐
欺
性
、
枚
奪
性
、
寄
生
性
の
認
識
、
を
思
考
の
枠
組

に
用
意
す
る
。
こ
の
著
者
の
方
法
的
意
闘
は
本
書
の
全
篇
を
通
じ
て
一
貫
し
て

お
り
、
そ
れ
な
り
に
説
得
的
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
問
題
も
存
す
る
所
で
あ

る
。
第
一
に
商
業
化
の
質
的
性
絡
を
問
う
に
嘗
つ
て
は
、
市
場
の
政
治
的
構
造

や
前
近
代
資
本
の
運
動
法
則
一
般
以
外
に
も
、
例
え
ば
加
藤
繁
氏
や
藤
井
氏
ら

が
論
設
に
意
を
用
い
ら
れ
た
流
通
、
市
場
組
織
の
深
化
、
或
い
は
星
斌
夫
氏
ら

が
究
明
さ
れ
た
交
通
運
輸
の
愛
達
程
度
、
等
の
標
識
も
照
合
項
目
に
加
え
ら
れ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
第
二
に
資
本
の
運
動
法
則
自
慢
が
す
で
に
西
欧
的
現

象
か
ら
抽
象
さ
れ
た
仮
設
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
技
術
史
或
い
は
庚
義
の
文
明
史

に
よ
る
限
定
を
伴
な
わ
ね
ば
、
氏
の
意
幽
す
る
歴
史
具
趨
性
の
分
析
手
段
と
し

て
は
、
徐
り
に
一
般
的
で
あ
り
、
循
環
論
謹
の
倶
れ
な
し
と
し
な
い
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
よ
う
な
一
般
的
質
問
は
氏
の
真
意
に
反
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

一
つ
の
一
示
唆
と
し
て
考
慮
に
加
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
二
阜
「
北
迭
に
お
け
る
軍
事
的
消
費
地
帯
の
経
沸
構
造
」
は
、
清
水
泰

次
、
藤
井
、
佐
伯
氏
ら
の
事
説
史
を
消
化
し
た
上
で
、
透
飼
問
題
を
ト
ー
タ
ル

に
包
括
的
、
組
織
的
に
研
究
し
、
華
北
に
お
け
る
生
産
と
補
給
に
閥
る
物
資
の

移
動
が
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
性
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
補
給
の
慢
制
が
自
給

主
義
か
ら
民
間
の
流
通
機
構
へ
の
依
存
に
碍
換
す
る
経
緯
が
立
設
さ
れ
る
。
ま

ず
遼
観
的
に
み
て
補
給
の
手
段
は
屯
田
殺
、
民
連
線
・
開
中
法
、
京
運
銀
の
四

方
法
を
並
用
し
た
が
、
執
れ
が
基
幹
的
で
あ
っ
た
か
は
補
給
の
傑
件
や
年
代
で

異
り
、
速
断
を
許
さ
ぬ
も
の
の
、
率
ね
上
掲
の
順
序
で
消
長
し
、
v

と
く
に
民
運

殺
の
比
重
が
古
向
か
っ
た
。
民
運
綬
は
後
背
地
た
る
華
北
諸
省
の
税
殺
を
農
民
の

負
携
で
透
鎮
に
轍
迭
さ
せ
る
も
の
で
、
輪
迭
の
困
難
に
阻
ま
れ
て
正
徳
以
降
銀

納
化
し
た
。
京
運
銀
は
京
庫
か
ら
年
例
に
泡
銭
に
支
給
さ
れ
る
軍
事
費
に
よ
る

購
入
で
、
正
統
聞
に
成
立
、
ア
ル
タ
ン
汗
の
侵
入
以
降
急
増
し
、
ま
た
屯
回
線

は
寧
屯
、
商
屯
、
民
屯
に
よ
る
現
地
の
穀
物
生
産
に
頼
る
も
の
で
軍
屯
が
主
題

を
な
す
が
、
永
祭
を
最
盛
期
と
し
て
縮
少
し
て
行
っ
た
。
そ
の
理
由
は
屯
田
が

物
様
化
し
て
私
占
さ
れ
、
大
土
地
経
営
が
進
む
と
共
に
、
透
飼
問
題
を
直
接
自

給
す
る
鰻
制
が
溺
れ
て
、
流
通
機
構
に
依
存
す
る
に
至
っ
た
た
め
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
第
二
章
「
開
中
法
の
展
開
L

は
、
透
飼
の
商
業
依
存
の
橿
要
な
チ
ャ
ン
ネ
ル

と
な
っ
た
問
中
法
の
研
究
で
あ
る
。
宋
の
折
中
法
に
淵
源
し
、
明
一
代
の
堕
法

の
主
健
で
あ
っ
た
開
中
法
と
は
、組収
草
を
透
倉
に
入
納
し
た
商
人
が
倉
紗
の
支

給
を
受
け
、
こ
れ
を
盟
運
司
、
盤
課
司
に
持
参
し
て
堅
引
を
受
領
し
、
堕
場
に

赴
い
て
堕
を
受
け
、
指
定
行
堕
地
内
に
寅
る
も
の
で
、
骨
国
初
は
民
連
糧
、
屯
田

糧
に
到
し
て
臨
時
的
、
補
助
的
補
給
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
臨
時
性
は
放
慢

性
に
つ
な
が
り
、
堕
生
産
額
を
超
過
す
る
倉
紗
の
濫
設
は
、
正
統
以
後
、
代
理

人
へ
の
監
の
支
給
を
認
め
ま
た
成
化
末
い
ら
い
現
地
納
糧
・
納
銀
制
か
ら
、
盛

運
・
盤
謀
司
に
お
け
る
納
銀
制
へ
の
襲
化
が
生
じ
、
商
人
は
透
携
で
納
糧
開
中

に
感
ず
る
土
著
の
透
商
と
、
雨
准
・
雨
前
の
運
司
に
納
銀
開
中
す
る
内
商
に
分

化
し
た
。
透
境
か
ら
内
地
へ
活
動
の
場
を
移
し
た
内
商
の
資
本
は
莫
大
で
あ

り
、
嘉
精
以
后
、
在
海
開
中
の
再
開
と
共
に
、
透
商
の
盤
引
の
柏
崎
買
、
買
い
た

た
き
に
よ
っ
て

E
利
を
占
め
、
国
戸
と
務
す
る
濁
占
的
醗
商
人
と
な
り
、
官
同
暦

-115-
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末
の
堕
政
綱
法
の
施
行
に
よ
っ
て
盤
引
濁
占
の
地
位
を
一
層
強
固
に
し
た
が
、

そ
の
主
力
は
山
西
・
新
安
商
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
開
中
は
本

来
、
臨
引
と
米
穀
な
い
し
銀
と
の
交
換
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
遜
地
の
穀
物
需
給
、
穀
償
、
ま
た
盟
の
一
度
額
、
品
質
、
行
臨
地
へ
の
輪
迭
コ

ス
ト
等
の
は
附
件
が
交
換
比
を
決
定
し
、
首
然
人
口
密
集
せ
る
先
進
地
を
行
臨
匿

と
す
る
雨
准
盤
が
有
利
で
あ
り
、
重
視
さ
れ
た
。
在
港
開
中
か
ら
運
司
納
銀
開

中
に
獲
る
と
、
首
初
の
交
換
閥
係
が
腐
れ
、
引
債
が
一
時
急
騰
し
て
財
政
牧
入

が
増
え
、
商
人
も
遠
隔
地
輪
迭
の
困
難
か
ら
解
放
さ
れ
た
が
、
引
僚
は
漸
て
固

定
し
て
透
地
の
穀
債
と
の
相
閥
性
を
失
い
は
じ
め
、
透
穀
の
債
格
の
動
揺
に
劃

す
る
計
劃
的
な
統
制
は
困
難
と
な
っ
た
。
さ
て
商
人
の
納
め
る
逸
穀
の
古
川
源

は
、
内
地
産
穀
の
販
入
よ
り
も
む
し
ろ
北
迭
の
屯
田
の
産
穀
に
あ
り
、
園
初
以

来
大
規
模
に
行
な
わ
れ
た
商
屯
が
運
司
納
銀
制
に
よ
っ
て
衰
退
し
た
あ
と
は
、

軍
屯
を
私
占
す
る
有
力
者
や
軍
人
の
悶
穀
に
劃
す
る
商
人
の
投
機
的
購
入
が
活

滋
と
な
っ
た
。

第
三
章
「
北
，
迭
に
お
け
る
米
穀
市
場
の
構
造
と
商
業
利
潤
の
展
開
」
は
北

透
に
お
け
る
米
穀
を
中
心
と
す
る
物
資
の
移
動
が
、
駐
留
軍
土
の
消
費
を
購
買

力
と
し
て
成
立
す
る
特
殊
軍
事
・
政
治
的
性
格
の
市
場
を
形
成
し
、
銀
納
化
を

契
機
に
全
閥
的
な
圏
内
商
業
と
の
閥
り
を
深
め
た
事
を
論
ず
る
。
即
ち
没
地
に

お
け
る
米
穀
は
じ
め
棉
布
、
盟
、
農
具
、
硝
石
、
硫
黄
の
恒
常
的
消
費
は
、
大

多
数
を
商
人
の
補
給
に
仰
が
ね
ば
な
ら
ず
、
各
迩
鋲
城
似
一
は
商
業
都
市
の
貫
質

を
備
え
た
。
と
く
に
補
給
が
銀
の
流
通
を
媒
介
と
す
る
や
、
大
量
に
放
出
さ
れ

る
銀
は
商
業
活
動
を
吸
引
刺
戟
し
、
そ
の
範
囲
を
披
大
し
た
。
江
南
産
穀
は
険

西
産
穀
よ
り
も
安
僚
に
北
港
に
供
給
さ
れ
、
商
人
の
利
潤
抽
出
の
機
曾
と
範
囲

は
扱
大
し
た
。

第
四
章
「
北
透
に
お
け
る
商
業
活
動
の
諸
側
面
」
は
と
の
商
業
活
動
を
棉

布
・
堕
の
流
通
を
め
ぐ
っ
て
賀
設
す
る
。
百
七
十
高
に
上
る
常
備
軍
の
消
費
す

る
棉
布
五
・
六
百
部
疋
、
棉
花
二
・
三
百
高
斤
は
、
華
北
と
く
に
山
東
の
折
糧

棉
布
百
寓
除
疋
に
よ
る
補
給
の
ほ
か
は
、
主
産
地
蘇
松
地
方
よ
り
布
荷
と
く
に

山
陳
商
人
を
通
じ
て
調
達
さ
れ
、
莫
大
な
譲
渡
利
潤
を
も
た
ら
し
た
。
一
方
、

一
遼
鎖
嘗
り
数
十
高
石
の
米
穀
、
約
十
寓
雨
の
銀
の
納
入
を
命
ず
る
開
中
法
も

商
業
利
潤
の
大
源
泉
で
あ
っ
た
。
運
司
納
銀
制
に
よ
っ
て
透
商
、
内
商
、
水
商

の
機
能
分
化
を
生
ず
る
と
、
延
綴
商
人
の
如
き
遼
商
は
倉
紗
を
外
商
に
特
質
せ

ざ
る
を
得
ず
、
外
商
は
透
商
へ
の
資
金
提
供
、
盟
引
購
入
に
よ
っ
て
開
中
構
を

濁
占
し
た
が
、
山
西
商
人
は
こ
の
よ
う
な
融
資
を
通
じ
て
透
商
を
支
配
し

E
利

を
積
む
に
至
っ
た
。

第
五
章
「
『
山
西
商
人
』
の
系
譜
」
は
、
山
西
商
人
と
線
稽
さ
れ
る
商
人
集

園
の
具
慢
的
分
析
で
あ
る
。
「
山
西
商
人
」
は
山
西
の
卒
陽
、
津
州
、
路
安
、

蒲
州
、
治
州
等
の
西
南
部
と
大
同
等
と
、
快
西
の
西
安
府
三
原
懸
、
延
安
綴
徳

州
等
を
主
た
る
出
身
地
と
す
る
商
人
集
固
に
削
到
す
る
や
や
漠
然
た
る
総
稀
で
あ

る
。
「
商
籍
」
に
お
け
る
量
的
比
重
か
ら
は
険
西
が
断
然
多
い
が
、
商
人
の
出

身
地
は
雨
省
の
各
地
方
に
貸
く
分
布
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
「
山
西

商
人
」
の
活
動
領
域
は
江
北
の
華
北
筆
中
を
中
心
に
全
国
に
足
跡
が
及
び
、
業

種
も
穀
物
商
、
型
商
、
絹
織
物
商
、
布
商
、
運
輸
商
、
木
材
商
、
典
嘗
商
ほ
か

減
貨
、
銭
、
茶
、
染
料
、
家
畜
、
野
菜
等
多
彩
で
あ
る
。
雨
准
、
長
産
、
山

東
、
河
東
の
行
盤
面
に
お
け
る
綱
商
の
中
で
「
山
西
商
人
」
の
勢
力
は
卓
越
し

て
い
る
が
、
と
く
に
雨
准
堕
商
の
中
で
の
地
位
は
紹
大
で
あ
っ
た
σ

雨
准
へ
の

進
出
は
弘
治
頃
に
始
ま
り
、
倭
冠
防
衛
に
商
兵
五
百
名
を
義
奉
し
、
一
族
使
用

人
数
千
名
に
達
す
る
ほ
ど
の
勢
力
を
築
い
た
c

接
貼
は
揚
州
に
あ
り
、
運
司
納

銀
制
と
共
に
内
商
と
な
り
、
高
暦
末
の
醸
政
綱
法
と
共
に
綱
冊
に
名
を
列
ね
る

濁
占
商
人
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
致
富
の
パ
タ
l
γ

は
、
農
業
に
従
事
し
た
祖
先

au 

司
よ
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が
、
商
業
に
縛
じ
て
資
本
を
蓄
え
、
揚
州
に
進
出
し
て
致
富
し
、
一
族
を
援
助

し
て
官
界
・
事
界
へ
の
進
出
を
は
か
る
途
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
経
営

規
模
は
豆
大
で
、
数
十
高
雨
の
富
で
な
け
れ
ば
富
商
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
。

資
本
の
集
中
の
一
特
徴
は
合
移
の
形
成
で
あ
り
、
多
数
の
出
資
者
が
数
人
の
移

計
に
経
営
を
一
任
し
、
彩
計
は
資
金
の
運
用
者
と
し
て
忠
賓
に
職
務
を
遂
行

し
、
身
股
の
名
で
利
袋
の
配
嘗
に
預
っ
た
。
標
準
的
な
合
彩
の
経
営
資
金
は
意

外
に
少
額
で
あ
り
、
か
つ
同
郷
闘
係
の
み
が
集
中
の
機
縁
で
は
な
い
が
、
盤
商

の
如
き
大
経
越
国
は
傘
下
の
小
経
営
の
支
庖
網
を
包
掻
し
、
支
配
人
的
人
物
が
参

加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
官
僚
と
の
結
合
は
「
山
西
商
人
」
の
経
営
上
の
他
の
一

特
色
で
、
大
商
人
の
家
系
の
分
析
は
儒
商
の
一
種
化
、
特
権
の
享
有
を
め
ぐ
る

相
補
の
閥
係
を
如
寅
に
示
し
て
い
る
。
最
後
に
「
山
西
商
人
」
自
種
は
、
商
業

に
よ
っ
て
地
位
の
上
昇
を
は
か
る
彼
等
の
吐
曾
的
行
動
を
主
僅
的
に
い
か
に
評

債
し
て
い
た
の
か
。
史
料
の
謹
言
に
よ
れ
ば
、
者
由
時
の
枇
曾
は
富
の
迫
求
、
商

業
を
甚
し
く
賎
覗
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
道
義
に
基
く
利
潤
の
追
求
は

道
徳
的
行
筋
と
す
ら
評
債
さ
れ
、
動
像
、
不
欺
、
信
頼
等
の
徳
目
を
備
え
た
商

人
は
善
買
で
あ
り
、
社
曾
的
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
讃
書
膝
掌
を
一

義
的
、
農
商
を
二
義
的
と
す
る
吐
曾
的
移
動
の
階
梯
へ
の
認
識
は
不
愛
で
、
盛

ん
に
損
官
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
限
り
で
髄
制
へ
の
寄
生
と
依
存
と
い
う
本
質

は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

第
六
章
「
商
業
書
に
み
る
商
人
と
商
業
」
は
三
肇
蔦
用
正
宗
・
商
放
門
(
客

商
規
竪
論
)
、
土
商
要
覧
等
の
商
業
手
引
書
を
通
じ
て
み
た
商
人
の
行
動
規
範
、

商
人
像
の
考
察
で
あ
る
。
経
験
的
な
商
業
知
識
を
集
成
し
た
賞
務
書
で
あ
る
の

で
、
勤
勉
、
誠
質
等
の
業
務
上
の
徳
目
を
重
硯
し
、
商
機
の
掌
握
、
商
略
の
習

熟
、
経
営
の
合
理
性
、
堅
貫
性
等
、
奮
商
業
の
機
構
内
で
の
可
能
な
合
理
性
の

設
揮
が
設
か
れ
、
ま
た
劉
人
閥
係
の
要
素
が
内
外
に
つ
い
て
重
要
で
あ
る
と
主

張
さ
れ
る
が
、
一
方
商
人
濁
自
の
行
動
規
範
を
枇
曾
一
般
に
押
し
績
げ
公
的
認

知
を
得
ょ
う
と
す
る
方
向
は
消
極
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

終
章
「
『
山
西
商
人
』
の
歴
史
的
性
格
」
は
、
以
上
の
考
察
の
綿
括
と
清
代

へ
の
展
望
で
あ
る
。
透
銅
政
策
が
銀
爾
流
通
を
媒
介
す
る
も
の
に
鴎
換
し
て
以

後
、
園
家
的
需
要
に
も
と
ず
く
大
規
模
な
交
換
関
係
が
成
立
し
、
流
通
過
程
に

介
在
す
る
前
期
的
商
人
の
利
潤
抽
出
の
機
曾
と
範
囲
が
績
大
し
、
詐
欺
的
、
搾

取
的
、
権
力
寄
生
的
な
商
業
活
動
を
営
ん
だ
。
新
安
商
人
に
あ
っ
て
は
土
地
へ

の
投
資
は
む
し
ろ
回
避
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
山
西
商
人
は
積
極
的
に
土

地
に
投
資
し
、
こ
の
限
り
で
一
層
奮
型
の
祉
曾
経
済
欣
況
を
背
景
と
し
て
い

た
。
清
代
に
お
い
て
も
こ
の
致
富
形
態
は
幾
ら
ず
、
終
始
特
権
的
寄
生
的
商
人

の
典
型
と
し
て
活
躍
を
つ
づ
け
た
こ
と
は
、
中
国
商
業
の
前
期
性
、
保
守
性
が

根
強
く
持
績
し
て
い
た
こ
と
を
謹
明
し
て
い
る
と
結
ん
で
い
る
。

補
論
「
蘇
州
蹴
布
業
の
経
管
形
態
」
は
、
新
出
の
『
江
蘇
省
明
清
以
来
碑
刻

資
料
選
集
』
に
収
め
ら
れ
た
蘇
州
の
棉
布
の
つ
や
出
し
業
に
お
け
る
経
営
関
係

史
料
の
分
析
で
あ
り
、
著
者
の
奮
説
で
あ
る
マ
ニ
A

フ
ァ
ク
チ
品
ア
設
を
修
正

す
る
と
共
に
、
布
商
|
端
匠
の
中
間
に
介
在
す
る
包
頭
の
請
負
労
働
制
を
重
親

し
、
布
商
が
蹄
匠
を
問
屋
制
的
に
充
分
掌
握
し
な
い
吠
況
が
包
頭
制
の
存
在
理

由
で
あ
る
と
し
て
、
横
山
英
氏
が
商
業
の
生
産
部
門
支
配
を
積
極
評
領
す
る
鮎

を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
東
洋
史
研
究
第
三
十
一
容
第
三
貌
に
著

者
の
見
解
が
詳
細
に
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
論
及
す
る
に
及
、
は
な
い
だ
ろ
う
。

-117ー

以
上
の
如
く
、
本
書
は
山
西
商
人
の
歴
史
的
存
在
扶
況
の
寅
像
を
再
構
成
す

る
こ
と
を
意
闘
し
つ
つ
も
、
関
連
的
に
幅
庚
く
僅
系
的
な
史
料
蒐
集
と
観
察
を

行
な
い
、
政
商
の
出
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
市
場
機
構
、
致
富
の
篠
件
、
ま
た
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か
か
る
状
況
の
持
績
性
を
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
の
研
究
が

と
か
く
商
業
の
質
的
援
化
の
詮
明
に
意
を
用
い
、
商
業
関
係
を
一
般
経
済
史
の

問
題
構
成
に
還
元
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
到
し
、
大
統
一
帝
閣
の
存
在
と
そ

の
軍
事
行
政
の
補
給
と
い
う
賢
い
文
明
史
的
視
勲
に
立
ち
飾
っ
て
ト
ー
タ
ル
に

評
債
を
下
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
著
者
が
最
も
苦
心
を
排
わ
れ
た

の
は
、
こ
の
包
括
的
な
問
題
提
起
の
中
で
山
西
商
人
の
賀
像
を
ど
う
浮
び
上
ら

せ
る
か
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
行
政
、
軍
事
、
財
政
、
経
済
、
枇
曾

に
亘
る
関
係
資
料
が
博
開
立
さ
れ
、
慎
重
に
客
観
的
合
理
的
な
解
稗
を
導
き
出
そ

う
と
す
る
態
度
が
全
筋
に
見
ら
れ
る
。
本
書
の
叙
述
が
訓
話
的
、
考
霊
的
に
ほ

ぼ
正
確
で
あ
る
こ
と
は
、
場
聯
陸
氏
の
書
評
(
食
貨
三
省
二
期
一
九
七
三
年
)

で
も
賞
揚
さ
れ
て
お
り
、
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
笠
間
勾
の
希
撃
を

付
す
る
な
ら
ば
、
著
者
が
山
西
商
人
に
関
す
る
悲
本
問
題
は
ほ
と
ん
ど
燭
れ
た

と
得
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
若
干
の
問
題
鮎
を
指
摘
す
る
絵
地
が
あ

る
。
例
え
ば
本
書
と
ほ
ぼ
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
香
港
中
文
大
撃
の
李
能
率
氏
の

『
明
代
的
開
中
法
』
(
中
文
大
撃
中
閥
文
化
研
究
所
翠
報
四
谷
二
期
一
九
七
一

年
)
は
、
開
中
法
に
つ
い
て
の
微
量
廃
理
を
件
っ
た
網
羅
的
包
括
的
研
究
で
、

運
司
納
銀
制
以
後
も
北
迭
の
納
糧
問
中
は
存
在
し
た
等
、
寺
田
氏
と
同
意
見
の

箇
所
も
多
い
が
、
全
漢
昇
氏
の
近
作
「
明
代
北
迭
米
粗
債
格
的
波
動
」
(
新
亜

翠
報
九
省
二
期
)
、
「
宋
明
間
白
銀
購
買
カ
的
愛
動
及
其
原
因
」
(
新
亜
間
学
報
八

省
一
期
)
、
雨
氏
合
者
「
明
中
葉
後
太
倉
歳
入
銀
雨
的
研
究
」
(
香
港
中
文
大
皐

中
園
文
化
研
究
所
厚
相
刊
五
怨
一
期
)
な
ど
の
銀
流
通
史
、
米
穀
市
場
の
詳
細
な

研
究
に
基
い
て
い
る
だ
け
に
、
分
析
は
詳
密
を
組
め
て
い
る
。
寺
田
氏
が
関
内

の
皐
説
史
研
究
史
に
限
ら
ず
海
外
に
も
親
野
を
開
か
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
同
様
に
商
人
の
枇
曾
的
出
国
政
に
つ
い
て
は
、
劃
矧
的
業
績
と
し
て
周
知
の

何
納
様
氏
吋
宮
「
色
合
『
。
同

ωcnnoM臼
ヨ
同
日
宮
ユ
と
の
F
Z
Y
〉
4
0
n
z

。同

ω
o
n
z
-
ζ
。
『
一
ロ
ミ
リ
呂
田
∞

l
gロ
・
。
o
E
B
r
z
dロ
-5日目
q
p
o
F

HUB-
が
あ
り
、
中
園
枇
曾
の
上
昇
下
降
の
枇
曾
的
移
動
に
つ
い
て
、
商
業

も
そ
の
一
環
と
し
て
幅
底
〈
考
察
し
山
西
商
人
に
も
言
及
し
て
お
り
、
同
氏

宏、『
r
o
ω
俗

宗

玄

0
2
r
E
M
仲
。
同
〈
ω口
問
・円

-
E
F
〉

ω
Z
L
可
。
問
。
。
ョ
ョ
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5
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何
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ω
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』
〉
ω
・』
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と
共
に
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
宋
代
で
は
北
迭
の
百
高
前
後
の
軍
士
の

補
給
を
租
税
の
支
移
の
ほ
か
、
漕
連
、
紹
買
、
和
預
買
絹
等
で
賄
っ
た
が
、
商

業
へ
の
依
存
が
大
き
く
茶
商
の
比
重
が
高
く
、
湾
運
の
額
も
大
き
か
っ
た
、
明

靭
が
曲
り
な
り
に
も
北
透
の
拓
植
と
現
地
調
達
を
建
前
と
し
た
背
景
に
い
か
な

る
農
業
、
交
通
、
商
業
の
技
術
進
化
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
山
根

孝
夫
、
百
瀬
宏
、
石
原
潤
氏
ら
が
明
ら
か
に
し
た
如
き
、
華
北
の
農
村
市
場
網

の
成
熟
は
圏
内
商
業
と
無
線
で
は
な
い
筈
で
あ
る
が
、
前
期
商
業
の
法
則
以
外

に
も
、
こ
の
よ
う
な
後
化
を
問
題
に
組
込
む
徐
地
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
日

野
関
三
郎
氏
の
最
近
の
邸
后
の
研
究
の
ご
と
き
、
商
業
の
組
織
面
で
の
技
術
的

進
化
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
唐
宋
い
ら
レ
先
進
的
商
業
技
術
の
保
持
者
と
し

て
の
山
西
・
快
西
商
人
の
侍
統
は
日
野
氏
や
宮
崎
市
定
氏
も
燭
れ
て
お
ら
れ

る
3

寺
田
氏
は
勿
論
こ
れ
ら
の
問
題
を
充
分
意
識
し
て
お
ら
れ
る
に
相
違
な
い

が
、
あ
え
て
筆
者
な
り
の
槻
鮎
か
ら
蛇
足
を
付
し
た
。
木
書
の
刊
行
を
機
に
寺

田
氏
が
ま
す
ま
す
未
知
の
領
域
を
開
拓
し
、
中
園
経
済
史
の
基
底
的
事
賓
が
解

明
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。
(
斯
波
義
信
〉
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